
みらチャレ通信
ほっかいどう未来チャレンジ基金の最新情報をお届け！

北海道に貢献する意欲のある若者の海外挑戦を、官民一体で応援する「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の旬な情
報をお届けします！２月末時点で、第３期生１名が北海道特派員として引き続き海外で活動中です！

○みらチャレＰＲリーフレットの配布に御協力いただきました！

「ほっかいどう未来チャレンジ応援サポーター」である（公社）
北海道宅地建物取引業協会様の御協力により、２月13日（土）・
14日（日）の２日間、ロイトン札幌で開催された「道新資産運用
フェア・不動産投資フェア」にてみらチャレのリーフレットを配
布いただきました。
大変多くの方が訪れて、用意したリーフレットを全て配布でき、

効果的に「みらチャレ」のＰＲを行うことができました。御協力
ありがとうございました！

第３期生文化芸術コースの清水柚衣さん
（現在、北海道特派員として引き続きハン
ガリーで留学中）が２月21日（日）19時か
ら（日本時間２月22日（月）３時30分～）
リスト音楽院で開催された作曲家G.クルタ
ーグ氏の生誕95周年コンサートに参加し、
演奏を行いました。
清水さんは､G.クルターグ氏作のJatekok

（Games）という曲集から６曲を演奏され、
とても落ち着いた様子かつ繊細なタッチで
演奏を披露されており、留学成果
の一端を伺うことができました。
清水さんは、今後も北海道特

派員としてハンガリーのリスト
音楽院で留学を継続する予定で
す。

第３期生文化芸術コースの清水柚衣さんがハンガリーでコンサートに参加しました！

清水柚衣さん 第３期生（文化芸術コース）
留学先：ハンガリー 留学期間：Ｒ元.9～Ｒ４.７（予定）

留学概要：音楽に溢れた北海道づくりを目指すため、リスト音楽院で著名なピアニスト
のレッスンを受講し、演奏技術の向上と知識を高める。
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○来年度の事業実施に向けてＰＲに御協力いただいております！

○北海道特派員レポート！ ～支援終了後に海外・道外で活躍する基金生の活動を紹介します～

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り、留学生の募集・派遣を中止しましたが、来年度の留

学生募集（Ｒ３年４月予定）など事業の実施に向けて準

備を進めており、応援パートナーや各大学、応援サポー

ター等の皆様の御協力をいただきながら、ポスター掲示

やリーフレット配布などＰＲ活動を実施しています。

皆様、御協力いただき、誠にありがとうございます！

清水柚衣さん

（株）北海道銀行 様 ヤマト運輸（株） 様

（株）北洋銀行 様 （株）北陸銀行 様

ｾｲﾉｰﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（株） 様 札幌市営地下鉄 大通駅



応援パートナーの皆様 （2021年２月現在・敬称略）

北海道総合政策部政策局総合教育推進課
TEL : 011-206-7380（直通） FAX : 011-232-6313
E-mail : mirai.jinzai@pref.hokkaido.lg.jp
ホームページ: http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sky/mirai-jinzai.htm 基金生のチャレンジ風景

をお届けします。

武田 孝 有末 真哉 石川 諭史 遠藤 光二 小黒 敬三 坂詰 貴司 佐藤 友昭 鈴木 伸明 船津 秀樹 山田 義勝 他匿名希望の個人・企業5者

文化芸術コース

第２期生留学成果報告

○「ほっかいどう未来チャレンジ基金」による助成制度等に関するアンケート結果

帰国した基金生の活躍機会や、活用できる場の提供などございましたら、ぜひ下記（総合教育推進課）に御連絡ください。

みらチャレ

今年度、ほっかいどう未来チャレンジ応援パートナーやほっかいどう未来チャレンジ応援会議構成員等を対象に

実施した助成制度等に関するアンケート結果についてお知らせします。

○回答方法：メール、FAX、電子申請 ○回答結果：対象者150、回答数70、回答率46.7％

御協力ありがとうございました。いただいた御意見は、今後の事

業推進に活かし、更に魅力ある制度になるよう努めて参ります。

１　事業の評価について

（１）グローバル人材の育成について

資するものになっている 68 97.1%

どちらともいえない 2 2.9%

選択肢 回答数 割合

資するものとは言い難い 0 0.0%

合計 70 100.0%

（２）海外留学の促進について

選択肢 回答数 割合

効果がある 67 95.7%

合計 70 100.0%

どちらともいえない 3 4.3%

効果があるものとは言い難い 0 0.0%

（３）基金へのご支援の方法について

選択肢 回答数 割合

事業再開まで支援は保留する　 17 24.3%

未定 26 37.1%

資金による支援を行う 11 15.7%

資金以外の方法による支援を行う 13 18.6%

未回答 3 4.3%

合計 70 100.0%

（４）留学による学びの還元について

選択肢 回答数 割合

貢献している 64 91.4%

合計 70 100.0%

どちらともいえない 5 7.1%

貢献しているとは言い難い 1 1.4%

３　新型コロナウイルス感染症の影響下での留学事業について

　　※記載の内容から４つに区分いたしました。

　事業は安全になってから実施した方がよい

12団体（応援会議4、パートナー企業8）

　オンラインによる留学を検討すべき

16団体（応援会議1、留学支援協議会10、パートナー企業5）

　国内での留学を検討すべき

4団体（応援会議1、留学支援協議会2、パートナー企業1）

　安全な地域で実施を検討すべき

3団体（応援会議1、パートナー企業２）

２　帰国者活用の意向について

未回答 1 1.4%

合計 70 100.0%

希望しない 33 47.1%

その他 15 21.4%

選択肢 回答数 割合

希望する 21 30.0%


